
こ
の
絵
の
右
側
に
横
浜
港
の

大
桟
橋
、
新
港
埠
頭
、
赤
煉
瓦

倉
庫
が
あ
る
。
氷
川
丸
も
停
泊
。

左
の
方
、
大
黒
埠
頭
と
本
牧
埠

頭
の
間
の
航
路
を
進
む
と
東
京

湾
に
出
る
。

東
京
湾
へ
の
出
口
に
も
赤
灯

台
、
白
灯
台
が
あ
る
。
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ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
下
の
赤
灯
台

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区

大
黒
埠
頭
西
緑
地
か
ら

二
〇
二
〇
年
六
月

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
対
岸
の
本

牧
埠
頭
か
ら
こ
ち
ら
側
、
大
黒

埠
頭
に
か
か
っ
て
い
る
。

入
港
す
る
時
、
海
上
か
ら
見

る
と
右
側
に
赤
灯
台
、
左
側
に

白
灯
台
が
立
っ
て
い
る
。
夜
に

な
る
と
赤
灯
台
は
赤
い
光
、
白

灯
台
は
緑
の
光
を
発
す
る
。

飛
鳥
Ⅱ
な
ど
の
ク
ル
ー
ズ
船

が
何
度
も
こ
こ
を
通
っ
た
。
た

だ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ

ス
等
、
巨
大
な
ク
ル
ー
ズ
船
は

橋
桁
よ
り
背
が
高
く
通
れ
な
い
。

灯
台
の
根
元
に
は
何
人
も
の

太
公
望
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い

る
。
釣
り
船
が
送
り
迎
え
す
る
。

註

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
は
排
気
ガ
ス
規
制
対
応
の
改
修
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
下
を
通
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
、
香
港
国

家
安
全
維
持
法
が
全
人
代

で
制
定
、
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
中
国
政
府
に

対
す
る
「
反
逆･

分
離･

扇

動･
転
覆
」
や
外
国
勢
力

と
結
び
つ
く
事
等
を
犯
罪

と
し
、
取
り
締
ま
る
も
の
。

早
速
、
七
月
一
日｢

香

港
独
立｣

の
旗
を
持
っ
て

い
た
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

個
人
が
ど
う
い
う
意
見

を
持
と
う
と
、
発
表
し
よ

う
と
、
言
論
の
自
由
は
民

主
主
義
の
基
本
。

国
民
の
固
い
支
持
を
信

じ
る
な
ら
、
習
政
権
は
旗

な
ど
笑
い
飛
ば
せ
ば
良
い
。

西
域
で
は

さ
て
、
中
国
に
は
チ
ベ
ッ

ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
内
モ
ン

ゴ
ル
等
、
漢
民
族
と
は
別

の
言
語
、
文
化
を
も
つ
民

族
が
い
る
。

彼
ら
は
昔
か
ら
の
漢
民

族
支
配
か
ら
脱
し
て
独
立

を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ウ
イ
グ
ル
の
住
む
西
域
の

天
然
資
源
、
チ
ベ
ッ
ト
の

水
資
源
等
を
習
近
平
政
権

は
手
放
し
た
く
な
い
。
ウ

イ
グ
ル
で
は
数
十
万
人
を

収
容
所
に
閉
じ
込
め
洗
脳

し
て
い
る
。｢

独
立｣

は
押

さ
え
込
み
た
い
の
だ
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
で
は

他
民
族
の
支
配
を
受
け

ず
民
族
の
こ
と
は
自
分
ら

で
決
め
る
権
利
が
あ
る
と

す
る
の
が
民
族
自
決
権
。

帝
政
ロ
シ
ア
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

バ
ル
ト
三
国
を
も
支
配
し

て
い
た
。
一
九
一
七
年
の

ロ
シ
ア
革
命
で
レ
ー
ニ
ン

率
い
る
社
会
主
義
政
権
は

民
族
自
決
権
を
認
め
、
こ

れ
ら
の
国
々
は
独
立
し
た
。

そ
の
後
、
民
族
自
決
権

は
国
連
で
も
認
め
ら
れ
た
。

習
近
平
政
権
も
民
族
の

独
立
を
認
め
、
経
済
文
化

面
で
協
力
関
係
を
築
け
ば

良
い
。

香港国家安全法がないと中国を治められない？

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


